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寸
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な
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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
６

月
 
２

２
日

(
土

)
 
 

晴
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

児
嶋

道
夫

、
梶

野
照

雄
。

 

植
平

工
業

㈱
会

長
 

植
平

 
修

氏
。

 
 

 
 

 
 

計
４

名
。

 

 

◎
浦

向
道

に
つ

い
て

 

明
治

の
初

め
郵

便
配

達
夫

は
逓

送
人

と
呼

ば
れ

、
十

津
川

村
の

郵
便

局
か

ら
風

屋
、

折
立

、
玉

置
山

、
上

葛
川

を
経

由
し

て
、

下
北

山
村

の
浦

向
ま

で

郵
便

物
を

運
ん

で
い

た
と

い
う

。
 

浦
向

道
（

笠
捨

越
）

は
十

津
川

郷
と

北
山

郷
を

結
ぶ

重
要

な
往

還
で

、
佐

田
ノ

辻
で

奥
駈

道
と

交
差

す
る

た
め

、
こ

こ
は

第
三

の
「

嫁
越

峠
」

で
あ

っ

た
は

ず
で

あ
る

。
 

 
「

十
津

川
郷

の
昔

話
」

よ
り

。
 

我
々

ぐ
る

ー
ぷ

の
活

動
は

、
奥

駈
道

の
維

持
・

管
理

が
主

で
あ

る
が

、
行

仙
宿

補
給

路
と

併
せ

、
玉

岡
相

談
役

の
「

歴
史

あ
る

道
は

残
せ

」
の

号
令

の

下
、

葛
川

辻
か

ら
の

浦
向

道
の

点
検

・
補

修
も

行
っ

て
い

る
。

 

６
年

ほ
ど

前
、

和
歌

山
市

の
瀧

本
昭

太
郎

氏
か

ら
、

浦
向

道
の

陥
没

が
指

摘
さ

れ
、

そ
の

危
険

度
が

高
い

こ
と

か
ら

、
平

成
２

５
年

４
月

８
日

に
瀧

本

氏
を

含
め

１
０

名
が

出
向

き
丸

太
橋

を
架

設
し

た
。

 

丸
太

材
は

放
置

さ
れ

て
い

た
間

伐
材

を
利

用
せ

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

た
め

、

架
設

後
５

年
く

ら
い

に
は

腐
食

が
目

立
つ

よ
う

に
な

り
、

架
け

替
え

が
宿

題

と
な

っ
て

い
た

。
 

◎
植

平
工

業
㈱

植
平

修
氏

と
の

ご
縁

に
つ

い
て

 

会
友

の
椎

木
・
今

野
さ

ん
は

、
毎

年
山

上
ヶ

岳
の

戸
開

式
( ５

月
３

日
早

朝
)

に
合

わ
せ

て
新

宮
か

ら
歩

か
れ

て
い

る
。

新
宮

を
出

立
時

、
拙

宅
へ

も
ご

挨

拶
に

寄
っ

て
く

だ
さ

る
。

今
年

も
お

寄
り

い
た

だ
い

た
が

、
見

慣
れ

な
い

人

が
同

行
さ

れ
て

い
て

、
椎

木
さ

ん
よ

り
紹

介
い

た
だ

く
。
金
峯

山
寺

に
所
属

さ
れ

て
い

る
行

者
さ

ん
で

、
奈
良
県

の
宇
陀

市
で
普
通
鋼

、
特
殊
鋼

、
ス
テ

ン
レ
ス
鋼

の
加

工
・
販
売

会
社

の
会

長
さ

ん
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 

山
道
や
谷

へ
の

架
橋

も
手
掛

け
て

い
て

、
軽
量

で
分
割
可
能

、
運
搬

も
容

易
で

あ
る

と
の

こ
と

。
「
渡

り
に
船

」
と

浦
向

道
の

こ
と

を
話

す
。

 

後
日

、
植

平
氏

か
ら

架
橋

の
詳
細

な
資
料

を
お

送
り

い
た

だ
き

、
６

月
２

２

日
に
現
場

を
見

に
行

く
こ

と
に

な
っ

た
。

 

当
日
午

前
９

時
、
登

山
口

に
集

合
。

こ
の

話
が
決

ま
れ

ば
、
当
然
モ

ノ
レ

ー
ル

を
使

用
す

る
の

で
、

児
嶋

さ
ん

の
運
転

で
植

平
氏

が
同
乗

、
沖
崎

、
梶

野
は

歩
い

て
登

る
。

 

 
 

 
 

 

植
平

さ
ん

と
モ

ノ
レ

ー
ル

で
 

 
現

場
丸

太
橋

に
到

着
 

 
 

 
 

実
況

見
分

中
 

 
 現
場

で
の
採
寸

な
ど

は
一

時
間

も
あ

れ
ば

と
思

い
、
終
了

後
に

行
仙

宿
ま

で
手

ぶ
ら

で
登

る
の

も
も

っ
た

い
な

い
の

で
、
薪

５
束

を
持

参
し

た
。

 

モ
ノ
レ

ー
ル
終

点
か

ら
浦

向
道

の
現
場

ま
で

行
き

、
終

点
に
戻

っ
て
各

々
が

薪
を
手

に
行

仙
宿

に
登

る
つ

も
り

だ
っ

た
が

、
終

点
に
着

く
と

植
平

さ
ん

は

薪
を
背
負
子

で
担

い
行

仙
宿

へ
登

り
始

め
た

あ
と

を
、

児
嶋

さ
ん

も
後

を
追

う
よ

う
に

出
発

し
て

い
た

。
 

大
声

で
「
戻

れ
！

」
と
言

う
も
届

か
ず

、
帰

っ
て

く
る

ま
で

第
２
ベ
ン
チ

で

待
つ

。
出
発

前
に
作

業
手
順

の
確
認

・
打

合
せ

が
必
須

だ
と
再
認
識

し
た

。
 

し
ば

ら
く
待

っ
て

い
る

と
、

植
平

、
児

嶋
両

氏
が
降

り
て

き
て

合
流

、
４

人
で
現
場

へ
向

か
う

。
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丸
太

橋
全

景
 

 
 

 
 

 
 

 
採

寸
中

 
 

 
 

 
 

 
腐

朽
が

進
行
 

 

現
場

で
の

丸
太

橋
の
採
寸

・
調
査

は
２

０
分

ほ
ど

、
植

平
さ

ん
は
入
念

に

寸
法

を
測

っ
た

り
、
崩

れ
て
空
洞

に
な

っ
て

い
る
足
元

の
状
態

な
ど

を
チ
ェ

ッ
ク

さ
れ

て
い

た
。

植
平

さ
ん

か
ら

は
「

架
設
可
能

で
す

。
こ

の
状
態

な
の

で
、

か
な

り
遣

り
甲
斐

が
あ

り
ま

す
」

と
の
言
葉

が
聞

か
れ

た
。

 

 
 

 
 

 

丸
太

橋
下

か
ら

 
 

 
 

 
空

洞
が

広
が

っ
て

い
る

 
 

 
 

行
仙

宿
に

到
着
 

 

私
も

今
年

２
月

３
日

の
浦

向
道

点
検
巡
視

の
際

に
こ

の
橋

を
渡

っ
た

が
、

そ
の

時
は
単
純

に
歩

き
渡

っ
た

だ
け

だ
っ

た
が

、
今

回
改

め
て

見
る

と
橋
げ

た
の

丸
太

３
本

は
腐

り
が
進

ん
で

い
て
少

し
傾

い
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

３

本
の

木
の
根
張

り
が
支

え
て

い
る

よ
う

で
、

こ
の

木
が
倒

れ
る

と
落

橋
の
恐

れ
も

あ
る

。
 

採
寸

の
結
果

、
橋

の
長

さ
は

５
ｍ
必

要
で

、
２
．
５
ｍ

物
を

２
本
繋

ぐ
か

、

と
言

う
話

で
あ

っ
た

が
、

で
き

れ
ば

５
ｍ

物
一

本
の
方

が
、
継

目
が

な
い

の

で
強

度
が

高
く
寿
命

も
若
干

長
く

な
る

と
い

う
こ

と
だ

っ
た

。
５
ｍ

の
長

さ

の
資

材
を
モ

ノ
レ

ー
ル

で
運
べ

る
か

ど
う

か
が
問

題
に

な
り

、
帰

り
に
モ

ノ

レ
ー
ル

の
カ

ー
ブ
や
周
囲

の
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

現
場
調
査

を
終

え
て

行
仙

宿
へ

、
昼

食
後

、
植

平
さ

ん
は
ポ
リ
タ
ン
ク

を

持
っ

て
水
場

へ
。

児
嶋

、
梶

野
の

２
名

は
、
ト
イ
レ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明

の
交
換

作
業

、
沖
崎

は
小

屋
内

を
整

理
す

る
。
水
場

か
ら
戻

ら
れ

た
植

平
さ

ん
に

よ

る
と

、
水
場

の
流

れ
は
殆

ど
無

か
っ

た
そ

う
だ

。
 

午
後

１
時
半

前
に

下
山

開
始

、
モ

ノ
レ

ー
ル

に
４

人
が
乗

っ
て

５
ｍ

の
長

さ
の

物
が

運
搬
可
能

か
ど

う
か

目
を
凝

ら
し

て
チ
ェ
ッ
ク

し
た

。
 

植
平

さ
ん

か
ら

「
大
丈

夫
な

よ
う

だ
、
や

っ
て
み

ま
し
ょ

う
。
帰

っ
て

早

速
製
作

に
か

か
り

ま
す

」
と

の
コ
メ
ン
ト

を
頂

い
た

。
 

 
 

 
 

 

本
日

の
参

加
者

 
 

 
 

 
 

水
場

の
状

況
 

 
 

 
 

下
山

後
、

登
山

口
で
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来
月

に
も
掛

替
工
事

を
す

る
こ

と
に

な
り

そ
う

だ
。

そ
の
際

に
は
皆
様

の

ご
協
力

を
お
願

い
し

ま
す

。
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